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――ボイジャーズとはどんなチームですか？ これまでの
歩みを教えてください。
進藤　もとは「株式会社ブルーベリー」のスポーツ事業とい
う形でスタートした総合型スポーツクラブです。私は3年前
までプロサッカー選手を10年ほどやっていたのですが、ア
スリートのセカンドキャリア、引退した後にどんな職業に就
くかという悩みが、自分を含めて多くの選手にありました。
現役の間に何かできることがないか探していたところ、共通
の友人を通してブルーベリーの柴田社長と知り合ったんで
す。ブルーベリーは、多治見市のビジネスコンテストでグラ
ンプリをとり、小中学生を中心にキャリア教育プログラムを
展開していました。そこで、アスリートの教育を一緒にやら
ないかという話になり、2021年に現役選手のまま活動を
始めました。そこから、勉強だけでなくビジネス経験の場が
必要だということで、2025年この東美濃でキャリア支援の
できるクラブを立ち上げることになりました。
――クラブにはどんな人が所属していますか？
進藤　ボイジャーズは特殊で、今“デュアルキャリア”という
言葉がよく聞かれると思うのですが、平日フルタイムで仕事
をする社会人が在籍しています。通常のクラブでは、サッカー
に費やす時間のほうが多いと思いますが、ボイジャーズの
練習は水曜の早朝と金曜日の夜、そして試合のある日曜日
です。サッカーでもちろん上を目指してやりますが、その前

に正社員として仕事を100％しっかりやりきるということ。そ
れがデュアルキャリアです。
　このチームには、Jリーグをはじめいろいろなクラブで活
躍してきた選手が次のキャリアを見据えて集まっています。
そして、私たちの活動にご賛同いただいたパートナー企業
各社で、一から勉強しながら他の社員と同じように働かせて
いただいています。選手がよく言っているのが、週末に試合
があるから仕事も頑張れるし、仕事があるからサッカーも頑
張れる。本当によい循環が生まれていると思いますね。同僚
の方が試合を見に来てくださったり、もっとボイジャーズの
選手が欲しいと言っていただける企業も増えています。選
手もボイジャーズがあるからと、家族を連れて移住していま
す。この地域の人材不足といった課題解決にも貢献できれ

ばと、今各企業様と一緒に取り組ませていただいていると
いう思いですね。
――5月にオープンしたクラブハウスはどんな場所ですか？
進藤　スポーツを通じて地域の皆さまと関わり合える、クラ
ブの新たな拠点です。ドッグウォークやお子さん向けの体操
教室など、選手が企画・運営をする無料イベントを開催したり、
ボイジャーズのグッズを販売したり、サッカーに興味のない方
でもふらっと立ち寄っていただける場所を目指しています。
――今後の活動について聞かせてください。
進藤　我々としては、やはりJリーグを目指して勝ち進んで
いくのはもちろん、この東美濃エリアといえばボイジャーズ
と言ってもらえるよう、地域の皆さまに知っていただき、こ
のエリアを一緒になって強くしていきたいですね。人が移住
定住をする理由にもなりたいですし、スポーツがあるから地
域が盛り上がるということを体現し、地域の活性化につなげ
たいです。
　今、サッカーの試合当日も利用しながら、スポーツだけで

なくさまざまなイベントをやらせていただいています。試合
のほうでも、大手自動車メーカーのエンジニアだったスタッ
フが開発したLINEアプリで試合中の監督の声を発信した
り、他のクラブがやらないようなことに挑戦しています。皆
さんにも、“今度は何やるんだろう？”と楽しみにしてもらえ
たらと思います。
――地域の皆さんに向けてメッセージをお願いします。
進藤　子どもたちにとっては夢や目標を見つけるきっかけ
となり、大人にとっては地域に誇りを持てる存在となること。
それがボイジャーズの目指す姿です。あらためて、スポーツ
を通じて地域を盛り上げる活動を今後もっと頑張っていき
たいですし、本当に我々だけの力ではその目標は達成でき
ないと思うので、まずはこのクラブハウスやイベントに気軽
に来ていただきたいです。
そして、私たちと一緒に楽
しみながら地域を盛り上
げていきましょう。

2025年、東美濃で誕生したサッカーチーム「ボイジャーズ」。
でも、ただの社会人チームじゃない！
ボイジャーズとはいったいどんな集団なのか、
5/11にオープンしたクラブハウスや現在の活動内容について
進藤誠司監督に聞きました。

進藤誠司監督

ボイジャーズを知っていますか？



10

特
　
　
集

――ボイジャーズとはどんなチームですか？ これまでの
歩みを教えてください。
進藤　もとは「株式会社ブルーベリー」のスポーツ事業とい
う形でスタートした総合型スポーツクラブです。私は3年前
までプロサッカー選手を10年ほどやっていたのですが、ア
スリートのセカンドキャリア、引退した後にどんな職業に就
くかという悩みが、自分を含めて多くの選手にありました。
現役の間に何かできることがないか探していたところ、共通
の友人を通してブルーベリーの柴田社長と知り合ったんで
す。ブルーベリーは、多治見市のビジネスコンテストでグラ
ンプリをとり、小中学生を中心にキャリア教育プログラムを
展開していました。そこで、アスリートの教育を一緒にやら
ないかという話になり、2021年に現役選手のまま活動を
始めました。そこから、勉強だけでなくビジネス経験の場が
必要だということで、2025年この東美濃でキャリア支援の
できるクラブを立ち上げることになりました。
――クラブにはどんな人が所属していますか？
進藤　ボイジャーズは特殊で、今“デュアルキャリア”という
言葉がよく聞かれると思うのですが、平日フルタイムで仕事
をする社会人が在籍しています。通常のクラブでは、サッカー
に費やす時間のほうが多いと思いますが、ボイジャーズの
練習は水曜の早朝と金曜日の夜、そして試合のある日曜日
です。サッカーでもちろん上を目指してやりますが、その前

に正社員として仕事を100％しっかりやりきるということ。そ
れがデュアルキャリアです。
　このチームには、Jリーグをはじめいろいろなクラブで活
躍してきた選手が次のキャリアを見据えて集まっています。
そして、私たちの活動にご賛同いただいたパートナー企業
各社で、一から勉強しながら他の社員と同じように働かせて
いただいています。選手がよく言っているのが、週末に試合
があるから仕事も頑張れるし、仕事があるからサッカーも頑
張れる。本当によい循環が生まれていると思いますね。同僚
の方が試合を見に来てくださったり、もっとボイジャーズの
選手が欲しいと言っていただける企業も増えています。選
手もボイジャーズがあるからと、家族を連れて移住していま
す。この地域の人材不足といった課題解決にも貢献できれ

ばと、今各企業様と一緒に取り組ませていただいていると
いう思いですね。
――5月にオープンしたクラブハウスはどんな場所ですか？
進藤　スポーツを通じて地域の皆さまと関わり合える、クラ
ブの新たな拠点です。ドッグウォークやお子さん向けの体操
教室など、選手が企画・運営をする無料イベントを開催したり、
ボイジャーズのグッズを販売したり、サッカーに興味のない方
でもふらっと立ち寄っていただける場所を目指しています。
――今後の活動について聞かせてください。
進藤　我々としては、やはりJリーグを目指して勝ち進んで
いくのはもちろん、この東美濃エリアといえばボイジャーズ
と言ってもらえるよう、地域の皆さまに知っていただき、こ
のエリアを一緒になって強くしていきたいですね。人が移住
定住をする理由にもなりたいですし、スポーツがあるから地
域が盛り上がるということを体現し、地域の活性化につなげ
たいです。
　今、サッカーの試合当日も利用しながら、スポーツだけで

なくさまざまなイベントをやらせていただいています。試合
のほうでも、大手自動車メーカーのエンジニアだったスタッ
フが開発したLINEアプリで試合中の監督の声を発信した
り、他のクラブがやらないようなことに挑戦しています。皆
さんにも、“今度は何やるんだろう？”と楽しみにしてもらえ
たらと思います。
――地域の皆さんに向けてメッセージをお願いします。
進藤　子どもたちにとっては夢や目標を見つけるきっかけ
となり、大人にとっては地域に誇りを持てる存在となること。
それがボイジャーズの目指す姿です。あらためて、スポーツ
を通じて地域を盛り上げる活動を今後もっと頑張っていき
たいですし、本当に我々だけの力ではその目標は達成でき
ないと思うので、まずはこのクラブハウスやイベントに気軽
に来ていただきたいです。
そして、私たちと一緒に楽
しみながら地域を盛り上
げていきましょう。

ユニフォームなどを展示 大盛況だったキックオフイベント
「東濃スポーツ夏祭り」（2024年）

人工芝が敷かれたクラブハウス内部

2026年シーズンは
東海サッカーリーグ2部での優勝を目指す！

プラティ多治見1Fにオープンしたクラブハウス

VOYAGERS CLUBHOUSE
多治見市本町1-122 プラティ多治見1F
TEL 050-1793-5823
営業／平日10：00～17：00（土日は不定期）
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あめ  みや    ひろ  む
JAとうと所属

雨宮 広夢選手
MF　#6
「JAで仕事をしながら、休日はサッカーで汗を流しています。社会人として
の安定した生活基盤を作りつつ、大好きなサッカーに全力で打ち込むこと
で、人間的な成長や仕事への高いモチベーションにつながっています」

公式ホームページ 公式YouTube
「シューマツボイジャーズ」

公式Instagram




